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員杉原氏の ノー トに よるものであることをお断りしてお く｡




2.森田善一郎 ,足立 彰-- 共晶系液体合金の物性研究の問題点ならび
に26.1at%Pb-Sn液体合金の野庭と電気抵抗
5･森田善一郎 ,足立 彰-- Fe-C 系溶融合金の密度と粘性ならびにそ
の構造変化に関する一考察
4.下地 光雄 -- 液体金属の分子論的性質
5.江島 辰彦 ････溶融珪疲鉛の諸物性QTLついて ･
6･小川 泰 ･････液相の統計力学の間趨点


























東北大,-金研 竹 内 栄
序
今まで,理論的には,王 として ideal 夜形で液体金属が調べ られて来た
が,実際realを液体金属はどうなっているのであろ うか O この間題 の基本
には,今までに よく用いられたイオンの randor‡卜distributionの仮定は
よくないのではないかとい う問題かあるOここでは, この問題酎 Ⅰ),帯地率.
熱 吸収,合金の体桓変化,(鋸構造凶子, (皿)粘 性係数 の実験 結果 か ら ,
考えてみたしハ｡
(I) 液体合金の帯藤率(I),政令熟 し△fi),体積変化 し△Ⅴ)
図 1はCu-Bi合金vTL_於ける.X,△H ,△ⅤとCu-Sn(-Ge,Jn)のそれ と.
の実験結果の図である｡
凶 1智見ると, Cu一Bi の場合と, Cu- Sn の場合とでは,随分様子が
巣るO■cu⊥ Biは,はばCu とjiがRandomな配値をとっていると思わ
れるめVこ対 し, Cu⊥snの万は, I,△V,△fi のカープに極小点が存在す





箆ではな くて, molecula'r-typeの cldsterができているのではないか
と思われる｡この cluster とは次の戚なものであろ う｡ 即ち,それは,
Cu3In 蒜 =三 5Cu+ In
の様な解離平衡によるものであ り,Xが極小値哲もつ単か ら, この虐政の合
金ではイオ ンの蘭は covalent-bond で結ばれている｡ 又 cluster 躍他
の elehlen､tが接近す ると, reptllsionが起って, clusterがこす)れて,
吸熱 とい う事 も考え られ る,笑酪x,△V,△fi に異常がみ られる傾度領域
では cluster は 50-60C/O存在す ると考えられ るo C･tユーBi,とCu-Sn
に於てiji･とSn VCよってこのように輿るのは多分その elementのatomic
structureVこよるものだろ うo
(且) 相地 函数 a租
一般に,Pb,Fe 等の fccや bccのものは,hard-core-nlOdelで もよく
合 う-Oしか し,ig.Sn.Ga.tii~等はhardTcoreとは合わないO区t2はその








うに ,Hg の 場 合 の a(k)は 図 の よ うに 非 対 称 的 な ど- ク を 示 し
hard-slphere~ゐ特 性 を示 さない ｡ こ れか ら液体fig 等は所言肖金腐絶I
食 だけ でな ぐ一 部 cova王ent結合 を も って い る clusterの存 在 が
考え られるO又ig の中に 1%程のZn 哲入れた ものの凶が図 5であるが,









符は禰ニス宣VC敏感 で あ るか
らかの測 定か らも液体 中の
イオ ン配 列の輿 常性が うか 凶 5
ゞ われるO
固体状態で休 心立方或いは 血 心立方 格 子をもつよ う な 金 属の溶 融 状 悪 では,
甲の 温度変 化 は融 点 か ら 1000-200℃ の 範 囲 に 於 いて 比 較 的 大 き
く, これに対 し蜘体では夜毎な結露栴檀替もつ 出g.,Sn 等では 符の温良 変 化
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は比較的少さい これ らの金属液体の分布函数 劉r)の温度変化暫しらべて見
ると融点か ら1000-200℃ の範囲では Pb.Rb 等 は 須r)の lstpeak
の高さはかな り大 き く変化 し, fig.Sn では亀鑑変化は小 さく, 符とよ く対
応 しているO粘性係数 符は
写-P (T)鋸0)
で与え られる.こ ､でP (T)はエネルギーの掻 ぎ, 0は原子間の平均距離であ
上記の よう.Khg に対して l0/OZn を添加するとでの温鮭変化は大きく後





曲線か ら鑑 られた事実によく対応 し
ているようであるO
